
（自然増の確保・社会減の抑制）
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事業名

取り組み

内
容

改
善
点

学校、自治会等への教室開設の呼びかけ

内
容

放課後子ども教室を開設していない小中学校や自治会等へ出向いて事業説明をし、教室開設の
呼びかけを行った。

改
善
点

呼びかけの効果もあり、平成27年度は新たに2か所の放課後子ども教室が新規に開設された。

指標 放課後子ども教室推進事業　子ども教室数

現況値

目標値

浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗管理シート

担当課

戦略3　出産、子育てにやさしく、健康に過ごせるまちを目指す

戦略(3)-2　地域を担っていく子どもたちの将来の自立に向けた取り組みの推進

6063内線生涯学習振興課

戦略

2015年度 24教室

30教室

28教室

（社会増の確保） （社会減の抑制）

2014年度

2020年３月末

人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向

安心して結婚・出産、子育
てできるまちに

1
人々が集まり、住みたくな
るまちに

2
長く住み続けられる住みよ
いまちに

3

目標値達成に向けての取り組み

1

事業名 放課後子ども教室推進事業

取り組み 市ホームページへの情報掲載

内
容

開設教室募集の時期には募集チラシ、要項、申請書等を市のホームページに掲載した。
開設教室が決定してからは、事業周知のために事業概要、教室一覧等を掲載した。

改
善
点

記事の文章やレイアウトが、市民にとってわかりやすいものになるように工夫した。募集チラ
シや要項等もPDFで掲載し、より詳しい情報が得られるようにした。

2

事業名 放課後子ども教室推進事業

取り組み



Ａ： Ｄ：

Ｂ： Ｅ：

Ｃ： Ｆ：一部進行している。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

進捗状況説明

平成26年度は28教室が開設されていたが、平成27年度は教室開催時間を19時までに制限したことや
ボランティア・実施場所が見つからず開設できない教室があったことなどから、24教室に減少した。
しかし、1教室あたりの活動は活発になっており、浦添市全体の教室実施回数や児童生徒・ボラン
ティアの参加者数は増加している。

目
標
値
達
成
に
向
け
て
今
後
の
展
開

解決すべき課題・改善すべき点

・全ての小学校区での放課後子ども教室開設を目標としているが、1つも開設されていない小学
校区がある。
・ボランティアをしてくれる人材が不足している教室がある。
・放課後子ども教室の知名度がまだまだ低い。

今後の取り組み

・今後は横断幕やのぼり・ポスター作成のための予算を計上し、更なる広報活動を展開してい
くことで、放課後子ども教室の知名度を上げ、ボランティアの増加及び開設教室の増加に繋げ
ていきたい。
・てだこ市民大学の卒業生や、家庭教育学級・市民のまなび応援講座の講師等、ボランティア
となっていただけそうな人材を、事務局で積極的に探していきたい。
・子ども教室が無い小学校区の小学校や自治会に積極的に教室開設を呼びかけていきたい。

コーディネーターを通して、各放課後子ども教室の運営状況や意見・要望等の聞き取りをした。教室
を運営するためのボランティアが足りないという声が多くの教室からあがっており、実際にボラン
ティアが見つからなくて開設できない教室もあったため、ホームページやチラシによるボランティア
募集を積極的に行った。

目標値に向けての進捗状況（平成27年度の実績に対する担当課の自己評価）

順調に進行している。 進行しているとはいえない。

概ね進行している。 後退している。

目標値達成に向け、他課（庁内）や他団体（庁外）との連携を意識したか。（平成27年度）

平成26年度から、放課後児童クラブ（学童クラブ）との連携・協力を推進する「放課後子ども総合プ
ラン」が始まっている。そのため、平成27年度の指導者等研修会も前年度に引き続き、保育課わんぱ
く係と合同で開催することで、保育課及び学童クラブとの連携の強化を意識し、放課後子ども教室の
更なる周知を目指した。

目標値達成に向け、情報収集・分析を意識したか。（平成27年度）。

県主催の研修会等には必ず参加し、他市町村からの参加者と積極的に情報交換をした。他市町村にお
いては小学校を拠点とした放課後子ども教室が一般的で、浦添市のように自治会を拠点とした放課後
子ども教室を多く開設している自治体は珍しいということがわかった。自治会の活動が活発である浦
添市の特徴を維持しつつ、全小学校における教室開設を進めていく必要があると感じた。

目標値達成に向け、市民意見の反映を意識したか。（平成27年度）。

所見（コメント）

・指標の「放課後子ども教室推進事業 子ども教室数」について、2015年度の実績は前年度より減少し
ています。
・今後は増加に向け努めるとともに「浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」の委員意見で
あったとおり、実施回数・参加人数(利用率)の更なる向上に努めてください。


